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議会だより

　
令
和
５
年
度
予
算
編
成
と
町
政
運
営
に
つ

い
て

　「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
町
づ
く
り
」
を

標
榜
し
新
町
政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
本

町
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
す
る
な
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
町
政
運

営
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

質
問

　
本
町
施
策
の
最
重
要
課
題
と
し
て
「
人
口

減
少
対
策
」
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ

の
基
本
政
策
と
し
て
、
➊
地
場
産
業
と
観
光

の
振
興
、
➋
安
全
安
心
な
社
会
基
盤
づ
く
り
、

➌
幸
せ
を
実
現
す
る
生
活
環
境
づ
く
り
、
➍

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
、
❺
新
た
な
人
の
流

れ
の
創
設
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
公

約
し
た
。
い
ず
れ
も
本
町
に
と
っ
て
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
就

任
後
、
始
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
上

程
し
た
「
令
和
５
年
度
予
算
の
重
点
施
策
と

公
約
実
現
に
向
け
て
」
は
ど
の
よ
う
に
新
予

算
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。
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質
問

　
避
難
時
の
細
か
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、「
避

難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
」
が
発
令
さ

れ
た
時
、
避
難
支
援
者
の
避
難
の
有
無
の
判

断
、
避
難
の
周
知
は
誰
が
す
る
か
。

　
ま
た
、
ど
こ
の
避
難
所
が
開
放
さ
れ
、
ど

こ
の
避
難
所
が
安
全
か
な
ど
の
情
報
は
ど
の

よ
う
に
し
て
伝
え
ら
れ
る
か
。

回
答
　
町
長

　
避
難
指
示
等
の
い
わ
ゆ
る
、
避
難
情
報
に

つ
い
て
は
、
近
年
の
災
害
発
生
等
を
踏
ま
え

て
令
和
３
年
に
改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本

法
を
は
じ
め
、
気
象
庁
及
び
島
根
県
が
発
表

す
る
気
象
注
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
の
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
、
実
際
の
災
害

の
発
生
状
況
な
ど
に
基
づ
き
、
町
長
が
「
高

齢
者
等
避
難
」、「
避
難
指
示
」、「
緊
急
安

全
確
保
」
の
い
ず
れ
か
を
発
令
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
大
雨
や
台
風
に
備
え
て
、
雨

の
降
り
始
め
か
ら
随
時
気
象
庁
と
も
連
絡
を

取
り
合
い
、
気
象
状
況
の
変
化
や
避
難
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
状
況
等
を
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
町
長
が
避
難
情
報
を
発
令
す
る
場
合
は
、

職
員
を
配
置
の
う
え
で
、
町
が
避
難
所
、
役

場
庁
舎
・
中
央
公
民
館
・
体
育
館
等
を
開

設
し
、
避
難
者
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
情
報
の
発
令
区
域
に
応
じ
て
、

地
区
集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
形

も
と
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
に

は
、
前
も
っ
て
、
防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、

西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
西
ノ
島
ア
プ
リ
に
よ

り
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
配
置
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
地
区
と
も
情
報
共

有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
台
風
の
接
近
時
に
お
い
て
は
、
大

雨
と
な
る
時
間
が
深
夜
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
場
合
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
の
対

策
、
自
主
避
難
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
防
災

行
政
無
線
等
で
上
陸
前
の
段
階
で
注
意
を
促

し
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
は
、
数
日
前
か
ら
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
事
前
の
備
え
が
で

き
る
よ
う
情
報
伝
達
等
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

　
個
別
の
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
早
急
に
検

証
を
行
い
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
検
証
の
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
、
伺
い
た
い
。

　
私
は
、
検
証
の
方
法
と
し
て
、
各
地
区
単

位
の
避
難
訓
練
と
話
し
合
い
が
良
い
と
考
え

て
お
り
、そ
れ
ら
で
得
た
も
の
を
基
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
個
人
計
画
に
反
映
さ
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

回
答
　
町
長

　
昨
年
６
月
か
ら
、
災
害
時
の
避
難
行
動
に

支
援
が
必
要
な
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
を

把
握
し
、
本
人
同
意
が
得
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
年
２
月
末
時
点
で
、
全
地
区
の
要
支
援

者
３
１
２
名
分
の
把
握
及
び
個
別
避
難
計
画

の
作
成
作
業
が
完
了
し
、
今
後
は
、
地
区
、

民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
警

察
、
消
防
署
、
消
防
団
等
と
も
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
災
害
時
に
、
要
支
援
者
及
び
関
係

機
関
に
お
い
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平

時
か
ら
の
情
報
共
有
な
ど
、
引
き
続
き
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

　
個
別
避
難
計
画
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
の
追
加
、
異
動
等
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
区
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
更

新
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
別
避
難
計
画
を
、
災
害
時
の
円

滑
な
避
難
行
動
、
避
難
支
援
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
声
か
け
な

ど
が
大
変
重
要
な
の
で
、
引
き
続
き
、
地
区

等
と
も
連
携
し
て
、
避
難
支
援
の
体
制
づ
く

り
や
防
災
学
習
会
、
ま
た
、
出
前
講
座
等
を

考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
な
お
、
訓
練
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
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を
検
証
し
、
連
合
の
事
業
や
体
制
、
方
向
性

等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、

各
町
と
も
令
和
５
年
度
予
算
で
は
必
要
最
低

限
の
人
件
費
等
負
担
金
36
万
円
を
計
上
し

た
。

　
本
町
と
し
て
の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
の
連
合
で
の
検
討
作
業
を
慎
重
に
見
極

め
、
総
合
的
に
判
断
を
い
た
し
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。

災
害
時
の
避
難
困
難
者
の
安
否
確
認
や
避

難
支
援
に
つ
い
て

　
現
在
、
各
地
区
で
作
成
さ
れ
た
「
避
難
行

動
要
支
援
者
名
簿
」
を
基
に
、「
個
別
の
避

難
計
画
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ

が
、
ま
だ
ま
だ
、
安
心
安
全
な
備
え
と
は
言

え
な
い
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

　
大
雨
や
猛
烈
な
台
風
が
直
撃
す
れ
ば
、「
避

難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
」
が
発
令
さ

れ
、
そ
の
時
に
安
全
に
安
否
確
認
が
さ
れ
、

避
難
支
援
の
体
制
を
取
る
事
は
今
の
状
況
で

は
、
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
一
日
も

早
い
安
全
安
心
な
体
制
を
め
ざ
し
て
２
点
質

問
す
る
。

議会だより

議
会
だ
よ
り

第
５
０
４
回
西
ノ
島
町
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
（
要
約
）

ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
地
産
地
消
の
推
進
等

を
図
る
た
め
、「
ギ
ョ
ギ
ョ
ギ
ョ
魚
フ
ェ
ス
タ
」

で
の
プ
レ
ー
ト
弁
当
販
売
、
郷
土
料
理
レ
シ

ピ
本
「
わ
が
と
こ
ご
は
ん
」
の
発
行
、
西
ノ

島
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
「
わ
が
と
こ
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
放
送
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
併
せ
て
、

認
知
度
の
向
上
に
も
今
後
、
繋
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
さ
て
、
議
員
の
質
問
に
あ
っ
た
、「
に
っ
ぽ

ん
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
発
足
の
呼
び

か
け
を
し
た
邑
南
町
が
、
Ａ
級
グ
ル
メ
構
想

を
見
直
し
、
連
合
か
ら
も
脱
退
す
る
意
向
と

の
新
聞
報
道
が
、
今
年
１
月
に
あ
っ
た
が
、

連
合
を
構
成
す
る
、
３
町
に
事
前
の
協
議
が

な
か
っ
た
た
め
、
困
惑
が
大
き
く
、
急
遽
臨

時
総
会
を
２
月
に
開
催
し
て
邑
南
町
か
ら
状

況
説
明
を
受
け
た
。

　
臨
時
総
会
で
は
、「
今
後
の
連
合
の
体
制

を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
す
る
一
方
、「
こ
れ

ま
で
邑
南
町
が
実
施
し
た
事
業
に
つ
い
て
の

検
証
抜
き
に
は
論
ず
る
こ
と
が
出
来
な
い
。」

と
の
意
見
も
出
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
邑
南
町
は
７
月
の
定
時
総

会
ま
で
脱
退
を
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
、
脱

退
後
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
役
割
を
務
め
、
邑

南
町
の
Ａ
級
グ
ル
メ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

成
果
や
課
題
を
含
め
伝
授
す
る
形
で
、
構
成

す
る
町
の
今
後
の
取
り
組
み
の
指
針
に
な
る

よ
う
事
業
の
検
証
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
後
の
予
定
で
は
連
合
に
お
い
て
、
半
年

程
度
を
か
け
て
邑
南
町
の
事
業
成
果
や
課
題

小島　正春
議 員

吉田　歳造
議 員

　
１
つ
目
は
残
っ
た
３
つ
の
自
治
体
で
運
営

を
継
続
さ
せ
る
、
２
つ
目
に
西
ノ
島
町
も
脱

退
す
る
、３
つ
目
は
連
合
自
体
を
解
散
す
る
。

　
私
個
人
の
見
解
は
、
脱
退
は
止
む
な
し
と

考
え
て
い
る
が
、
西
ノ
島
町
の
対
応
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

回
答
　
町
長

議
員
か
ら
述
べ
ら
れ
た
が
、「
に
っ
ぽ
ん
Ａ

級
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
は
、
地
域
な
ら
で

は
の
食
を
守
り
、
そ
れ
を
通
し
て
地
域
に
人

を
呼
び
込
み
、
地
域
の
誇
り
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、
複
数
の
市
町
の
連
携
に
よ

る
発
信
力
強
化
を
地
域
づ
く
り
に
活
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
に
、
島
根
県

邑
南
町
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
本
町
と
北
海

道
鹿
部
町
、
福
井
県
小
浜
市
、
宮
崎
県
都

農
町
の
、
合
わ
せ
て
５
つ
の
市
町
に
よ
り
設

立
さ
れ
た
が
、
令
和
２
年
度
に
福
井
県
小
浜

市
が
脱
退
し
、
現
在
は
４
つ
の
町
の
構
成
と

な
っ
て
い
る
。

　
連
合
の
設
立
後
は
連
携
し
て
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
募
集
事
業
」
や
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
戦
略

事
業
」、「
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
た
。

　
ま
た
、
本
町
に
お
け
る
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま

に
っ
ぽ
ん
Ａ
級
︵
永
久
︶
グ
ル
メ
の
ま
ち
連

合
に
対
す
る
今
後
の
西
ノ
島
町
の
対
応
に
つ

い
て

　
邑
南
町
が
２
０
２
３
年
か
ら
「
Ａ
級
グ
ル

メ
の
ま
ち
連
合
」
か
ら
脱
退
す
る
と
あ
り
、

そ
の
要
因
に
は
、
費
用
に
加
え
、
構
想
に
直

接
関
わ
っ
て
い
な
い
町
内
の
農
業
者
や
事
業

者
の
「
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
の

事
で
あ
っ
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
漁
業
者
や
水
産
業
者

な
ど
が
、
ど
の
く
ら
い
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て

い
る
の
か
疑
問
に
思
う
。
ま
た
、
町
内
に
お

い
て
の
「
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
の
認

知
度
は
如
何
な
も
の
か
。

　「
Ａ
級
グ
ル
メ
の
ま
ち
連
合
」
と
し
て
の

中
心
的
立
場
で
あ
っ
た
邑
南
町
が
脱
退
を
表

明
し
た
こ
と
で
、
西
ノ
島
町
の
今
後
の
対
応

と
し
て
３
つ
の
選
択
肢
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
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令
和
５
年
度
予
算
編
成
と
町
政
運
営
に
つ

い
て

　「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
元
気
な
町
づ
く
り
」
を

標
榜
し
新
町
政
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
本

町
で
は
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
急
速
に

進
展
す
る
な
か
、
今
後
ど
の
よ
う
に
町
政
運

営
に
取
組
ん
で
い
く
の
か
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

質
問

　
本
町
施
策
の
最
重
要
課
題
と
し
て
「
人
口

減
少
対
策
」
を
掲
げ
、
ま
ち
づ
く
り
の
５
つ

の
基
本
政
策
と
し
て
、
➊
地
場
産
業
と
観
光

の
振
興
、
➋
安
全
安
心
な
社
会
基
盤
づ
く
り
、

➌
幸
せ
を
実
現
す
る
生
活
環
境
づ
く
り
、
➍

次
代
を
担
う
人
づ
く
り
、
❺
新
た
な
人
の
流

れ
の
創
設
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
む
と
公

約
し
た
。
い
ず
れ
も
本
町
に
と
っ
て
、
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
政
策
で
あ
る
。
就

任
後
、
始
め
て
の
予
算
編
成
で
あ
る
が
、
上

程
し
た
「
令
和
５
年
度
予
算
の
重
点
施
策
と

公
約
実
現
に
向
け
て
」
は
ど
の
よ
う
に
新
予

算
に
反
映
さ
れ
た
の
か
。

尾 﨑 　 満
議 員

議会だより

質
問

　
避
難
時
の
細
か
な
ル
ー
ル
に
つ
い
て
、「
避

難
情
報
の
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上
」
が
発
令
さ

れ
た
時
、
避
難
支
援
者
の
避
難
の
有
無
の
判

断
、
避
難
の
周
知
は
誰
が
す
る
か
。

　
ま
た
、
ど
こ
の
避
難
所
が
開
放
さ
れ
、
ど

こ
の
避
難
所
が
安
全
か
な
ど
の
情
報
は
ど
の

よ
う
に
し
て
伝
え
ら
れ
る
か
。

回
答
　
町
長

　
避
難
指
示
等
の
い
わ
ゆ
る
、
避
難
情
報
に

つ
い
て
は
、
近
年
の
災
害
発
生
等
を
踏
ま
え

て
令
和
３
年
に
改
正
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本

法
を
は
じ
め
、
気
象
庁
及
び
島
根
県
が
発
表

す
る
気
象
注
警
報
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
な

ど
の
警
戒
レ
ベ
ル
相
当
情
報
、
実
際
の
災
害

の
発
生
状
況
な
ど
に
基
づ
き
、
町
長
が
「
高

齢
者
等
避
難
」、「
避
難
指
示
」、「
緊
急
安

全
確
保
」
の
い
ず
れ
か
を
発
令
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
大
雨
や
台
風
に
備
え
て
、
雨

の
降
り
始
め
か
ら
随
時
気
象
庁
と
も
連
絡
を

取
り
合
い
、
気
象
状
況
の
変
化
や
避
難
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
状
況
等
を
確
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
町
長
が
避
難
情
報
を
発
令
す
る
場
合
は
、

職
員
を
配
置
の
う
え
で
、
町
が
避
難
所
、
役

場
庁
舎
・
中
央
公
民
館
・
体
育
館
等
を
開

設
し
、
避
難
者
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
避
難
情
報
の
発
令
区
域
に
応
じ
て
、

地
区
集
会
所
を
避
難
所
と
し
て
開
設
す
る
形

も
と
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
避
難
所
を
開
設
す
る
場
合
に

は
、
前
も
っ
て
、
防
災
行
政
無
線
を
は
じ
め
、

西
ノ
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
西
ノ
島
ア
プ
リ
に
よ

り
、
周
知
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
配
置
が

で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
地
区
と
も
情
報
共

有
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
お
、
台
風
の
接
近
時
に
お
い
て
は
、
大

雨
と
な
る
時
間
が
深
夜
と
な
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
場
合
な
ど
、
で
き
る
だ
け
早
め
の
対

策
、
自
主
避
難
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
防
災

行
政
無
線
等
で
上
陸
前
の
段
階
で
注
意
を
促

し
て
い
る
。

　
昨
年
か
ら
は
、
数
日
前
か
ら
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
お
り
、
今
後
も
事
前
の
備
え
が
で

き
る
よ
う
情
報
伝
達
等
を
行
っ
て
い
く
。

質
問

　
個
別
の
避
難
計
画
に
つ
い
て
、
早
急
に
検

証
を
行
い
、
よ
り
良
い
も
の
を
作
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
検
証
の
方
法
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
、
伺
い
た
い
。

　
私
は
、
検
証
の
方
法
と
し
て
、
各
地
区
単

位
の
避
難
訓
練
と
話
し
合
い
が
良
い
と
考
え

て
お
り
、そ
れ
ら
で
得
た
も
の
を
基
に
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
個
人
計
画
に
反
映
さ
れ
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

回
答
　
町
長

　
昨
年
６
月
か
ら
、
災
害
時
の
避
難
行
動
に

支
援
が
必
要
な
「
避
難
行
動
要
支
援
者
」
を

把
握
し
、
本
人
同
意
が
得
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
年
２
月
末
時
点
で
、
全
地
区
の
要
支
援

者
３
１
２
名
分
の
把
握
及
び
個
別
避
難
計
画

の
作
成
作
業
が
完
了
し
、
今
後
は
、
地
区
、

民
生
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
警

察
、
消
防
署
、
消
防
団
等
と
も
情
報
共
有
し

な
が
ら
、
災
害
時
に
、
要
支
援
者
及
び
関
係

機
関
に
お
い
て
活
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
平

時
か
ら
の
情
報
共
有
な
ど
、
引
き
続
き
連
携

を
図
っ
て
い
く
。

　
個
別
避
難
計
画
の
検
証
に
つ
い
て
は
、
対

象
者
の
追
加
、
異
動
等
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、

地
区
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
更

新
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
個
別
避
難
計
画
を
、
災
害
時
の
円

滑
な
避
難
行
動
、
避
難
支
援
に
活
か
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
声
か
け
な

ど
が
大
変
重
要
な
の
で
、
引
き
続
き
、
地
区

等
と
も
連
携
し
て
、
避
難
支
援
の
体
制
づ
く

り
や
防
災
学
習
会
、
ま
た
、
出
前
講
座
等
を

考
え
て
お
り
、
こ
う
し
た
事
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
な
お
、
訓
練
の
実
施
等
に
つ
い
て
は
、

地
区
の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。


